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試
験
開
始
の
指
示
が
あ
る
ま
で
、
問
題
冊
子
お
よ
び
解
答
用
紙
に
は
手
を
触
れ
な
い
こ
と
。

問
題
は

2
¥
7
ペ
ー
シ
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
試
験
中
に
問
題
冊
子
の
印
測
不
鮮
明
、
ペ
ー
シ
の
落

r'
乱
丁
及

び
解
答
用
紙
の
汚
損
等
に
気
付
い
た
場
合
は
、
手
を
挙
げ
て
監
督
員
に
知
ら
せ
る
こ
と
。

解
答
は
す
べ
て
、

H
B
の
黒
鉛
筆
ま
た
は

H
B
の
シ
ャ
ー
プ
ペ
ン
シ
ル
で
記
入
す
る
こ
と
。

4

マ
ー
ク
解
答
用
紙
記
入
上
の
注
意

(
l
)
印
刷
さ
れ
て
い
る
受
験
番
号
が
、
自
分
の
受
験
番
号
と
一
致
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
う
え
で
、
氏
名
欄
に

氏
名
を
記
入
す
る
こ
と
。

(
2
)
マ
ー
ク
欄
に
は
は
っ
き
り
と
マ
ー
ク
す
る
こ
と
。

し
が
な
い
よ
う
に
よ
く
消
す
こ
と
。
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O
良
い

0
悪
い
〇
悪
い

解
答
は
す
べ
て
所
定
の
解
答
欄
に
記
入
す
る
こ
と
。
所
定
欄
以
外
に
何
か
を
記
入
し
た
解
答
用
紙
は
採
点
の
対
象

外
と
な
る
場
合
が
あ
る
。

試
験
終
了
の
指
示
が
出
た
ら
、
す
ぐ
に
解
答
を
や
め
、
筆
記
用
具
を
置
き
解
答
用
紙
を
裏
返
し
に
す
る
こ
と
。

い
か
な
る
場
合
で
も
、
解
答
用
紙
は
必
す
提
出
す
る
こ
と
。

試
験
終
了
後
、
問
題
冊
子
は
持
ち
帰
る
こ
と
。

注

--~l 
意 2

0
2
3
年
度

ま
た
、

事

項

（
問
題
）

五
口

至＂＂

訂
正
す
る
場
合
は
、

(C) 

消
し
ゴ
ム
で
丁
寧
に
、
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だ
か
ら
婦
っ
て
る
。

神
奈
川
と
富
山
な
ん
て
す
く
に
な
っ
た
。

で
も
、
前
よ
り
ず
っ
と
便
利
に
な
っ
た
。

い
に
は
五
時
間
く
ら
い
か
か
る
。

ん
で
て
す
み
ま
せ
ん
」
と
題
さ
れ
た
作
品
で
あ
る
。
こ
の
作
品
は
、
後
半
の
「
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
」
と
併
せ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。
こ

え
え
、

そ
う
で
す
ね
。

「
お
母
さ
ん
、
さ
び
し
が
っ
て
ら
っ
し
ゃ
る
わ
。
帰
っ
て
き
て
あ
げ
て
ね
」

「
や
っ
ぱ
り
娘
さ
ん
だ
と
顔
つ
き
が
ち
が
う
わ
。
帰
っ
て
き
て
あ
げ
て
ね
」

帰
る
よ
。
帰
る
。

女
性
。
製
造
企
業
総
合
職
。
都
筑
区
在
住
。

夫
婦
の
二
世
帯
住
宅
。

一
人
暮
ら
し
。
富

都
筑
区
か
ら
滑
川
ま
で
。
神
奈
川
県
か
ら
富
山
県
ま
で
。
セ
ン
タ
ー
南
か
ら
市
営
地
下
鉄
。
横
浜
か
ら
東
海
道
線
。
東
京
か
ら
新

幹
線
と
特
急
。
魚
津
か
ら
北
陸
線
。
三
時
間
と
い
う
の
は
「
と
ぎ
」
と
「
は
く
た
か
」
に
乗
っ
て
る
と
こ
ろ
だ
け
の
計
算
。
じ
っ
さ

は

し‘

゜

「
ぽ
ん
と
乗
っ
て
、
帰
っ
て
き
て
」

「
三
時
間
で
着
い
て
し
ま
う
ん
で
す
も
の
ね
」

わ
か
っ
て
る
。
わ
か
っ
て
る
よ
。

は
し〕

゜

「
帰
っ
て
き
て
あ
げ
て
ね
」

相
手
の
言
う
と
お
り
だ
か
ら
。
は
い
。

私
は
答
え
る
。
は
い
。

は
し‘

゜

は
し‘

゜

赤
江
朋
子
（
神
奈
川
県
横
浜
市
・

43

横
浜
な
ん
か
に
住
ん
で
て
す
み
ま
せ
ん

れ
を
読
ん
で
、
あ
と
の
問
い
に
答
え
よ
。

実
家
か
ら
至
近
距
離
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
に
実
母

(78)
。

山
県
滑
川
市
の
実
家
は
、
義
兄

(60)
と
義
兄
の
長
男

(37

一
次
の
文
章
は
、
姫
野
カ
オ
ル
コ
の
連
作
小
説
『
風
の
さ
さ
や
き
介
護
す
る
人
へ
の

13
の
話
』
に
収
録
さ
れ
た
「
横
浜
な
ん
か
に
住

2
 



毎
日
、
市
営
地
下
鉄
に
乗
っ
て
東
海
道
線
に
乗
っ
て
新
幹
線
に
乗
っ
て
、
揺
ら
な
い
と
な
ら
な
い
。

で
も
、
毎
日
帰
っ
て
も
、
き
っ
と
言
わ
れ
る
ん
だ
わ
。

会
社
を
や
め
て
、
二
十
四
時
間
、
母
の
横
に
い
な
い
と
だ
め
な
の
ね
。

「
お
母
様
が
と
っ
て
も
う
れ
し
そ
う
だ
っ
て
こ
と
を
言
っ
た
だ
け
な
の
に
」

「
赤
ち
ゃ
ん
は
ま
だ
な
の
っ
て
、
結
婚
を
祝
う
気
持
ち
で
言
っ
て
も
、
辛
い
気
持
ち
に
な
る
人
が
い
る
」

っ
た
け
ど
、
病
気
に
な
っ
た
親
の
そ
ば
に
い
な
い
っ
て
こ
と
は
、

ま
た
来
週
、
帰
る
。

赤
江
朋
子
（
あ
か
え
・
と
も
こ
／
神
奈
川
県
横
浜
市
・

43)
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

っ
て
こ
と
は
有
名
に
な

朋
＋
の
母
親
は
悦
子
。
悦
子
は
富
山
県
の
山
間
部
寒
村
の
出
身
。
裕
福
と
は
い
え
な
い
実
家
で
父
母
の
世
話
を
し
て
い
る
う
ち

（
当
時
と
し
て
は
）
婚
期
を
逃
し
、

34
歳
で
、

横
浜
な
ん
か
に
住
ん
で
て
す
み
ま
せ
ん
。

48
歳
の
赤
江
正
雄
の
後
妻
に
。

赤
江
は
漁
具
店
経
営
。
心
臓
麻
痺
で
急
死
し
た
先
妻
と
の
あ
い
た
に

A
男
と

B
子
が
い
た
。
悦
子
か
後
妻
に
入
っ
た
と
き
は
、
ニ

人
と
も
す
で
に
高
校
生
だ
っ
た
た
め
、
父
親
の
再
婚
に
対
す
る
反
感
は
と
く
に
な
く
円
満
に
暮
ら
す
。
悦
子
は
す
ぐ
に
妊
娠
。

35
歳

お
母
さ
ん
に
、
私
、
何
も
し
て
あ
け
ら
れ
て
な
い
。

私
は
答
え
る
。

は
し‘

゜

ぜ
っ
た
い
に
言
え
な
い
。

で
も
、
そ
う
い
う
ふ
う
に
響
く
つ
て
、
言
わ
な
い
。

で
も
、
そ
う
い
う
ふ
う
に
響
く
も
の
な
の
よ
。

わ
か
っ
て
る
。
わ
か
っ
て
る
よ
。
よ
く
わ
か
る
よ
。

は
し＼

゜

「
そ
ん
な
つ
も
り
じ
ゃ
な
い
の
よ
」

帰
っ
て
き
て
あ
げ
て
ね
っ
て
。

毎
日
、
富
山
に
帰
ら
な
い
と
な
ら
な
い
。

で
も
、
も
っ
と
帰
ら
な
い
と
な
ら
な
い
ん
だ
わ
。

一
生
懸
命
、
帰
っ
て
る
つ
も
り
な
ん
だ
け
ど
な
。

だ
か
ら
横
浜
で
は
休
む
日
が
な
い
。

会
社
が
休
み
の
と
き
、
ぜ
ん
ぶ
帰
っ
て
る
。

お
盆
の
こ
ろ
や
年
末
年
始
は
週
に
一
回
か
二
回
。

二
週
間
に
一
回
。

い
け
な
い
こ
と
に
、
ま
だ
、
な
っ
て
る
か
ら
。

3
 



問 問 問

え
を
記
述
鮒
答
欄
に
二

0
0字
以
内
で
記
せ
（
旬
読
点
等
も
含
む
）
。

母
親
は
女
性
同
士
の
娘
と
共
感
し
や
す
く
、
男
性
で
あ
る
息
子
を
敬
遠
し
が
ち
だ
と
い
う
価
値
観
。

親
は
子
ど
も
が
何
歳
に
な
っ
て
も
心
配
を
し
て
い
る
の
で
、
密
に
交
流
す
べ
ぎ
だ
と
い
う
価
値
観
。

親
が
本
ゎ
日
と
し
て
介
護
さ
れ
た
い
と
考
え
て
い
る
相
手
は
、
血
縁
の
実
子
で
あ
る
と
い
う
価
値
観
。

作
中
て
繰
り
返
さ
れ
る
言
葉
「
は
い
」
と
「
で
も
」
と
に
着
目
し
て
、
「
私
」
が
宮
山
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
に
い
る
母
を
訪

問
す
る
こ
と
に
ど
の
よ
う
な
思
い
を
抱
え
て
い
る
か
に
つ
い
て
、
記
述
解
答
欄
に
一

0
0
字
以
内
て
記
せ

作
者
は
こ
の
作
品
集
の
「
は
じ
め
に
」
て
、
「
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
こ
そ
が
、
こ
の
本
を
掌
編
小
説
と
す
る
所
以
で
す
」
と
述
べ

て
い
る
が
、
前
半
の
部
分
と
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
部
分
の
双
方
か
示
さ
れ
る
こ
と
の
読
者
に
与
え
る
効
果
に
つ
い
て
、
あ
な
た
の
考

む）。
ホ I¥ 口

変
化
に
乏
し
い
日
々
を
送
る
人
は
、
華
や
か
な
若
い
女
性
の
存
在
に
慰
め
ら
れ
る
と
い
う
価
値
観
。

イ
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
形
態
の
効
果
あ
っ
て
症
状
の
進
行
は
遅
く
な
り
体
力
も
以
前
よ
り
快
復
し
、
他
の
同
居
者
と
も
友
好
的
に
過
ご

傍
線
部
ー
「
や
っ
ば
り
娘
さ
ん
た
と
顔
つ
き
か
ち
が
う
わ
。
帰
っ
て
き
て
あ
げ
て
ね
」
と
あ
る
か
、
こ
の
「
相
手
」
は
ど
の

よ
う
な
価
値
観
を
持
っ
た
存
在
と
考
え
ら
れ
る
か
、
最
も
当
て
は
ま
る
も
の
を
次
の
イ
ー
ホ
の
中
か
ら

1

つ
選
び
、
解
答
欄
に

マ
ー
ク
せ
よ
。

母
親
は
本
心
を
隠
し
て
振
る
舞
う
の
で
、
娘
の
方
が
想
像
力
を
働
か
せ
る
べ
ぎ
た
と
い
う
価
値
観
。

し
て
い
る
。

て
年
待
っ
て
空
空
が
で
き
て
入
居
。

朋
子
を
出
産
。

（
姫
野
カ
オ
ル
コ

朋
子
が
小
学
校
低
学
年
の
こ
ろ
に
、
先
妻
子
の

A
男

B
fと
も
に
結
婚
。

A
男
が
漁
具
店
を
継
ぎ
、

兄
姉
よ
り
、
こ
の
一
男
／
女
の
ほ
う
に
、
む
し
ろ
義
理
の
弟
妹
の
よ
う
な
感
覚
を
抱
い
た
。

朋
子
は
県
立
高
校
卒
柴
後
、

〔
旬
読
点
等
も
含

介
護
す
る
人
へ
の

13
の
話
』
に
よ
る

二
男
一
女
を
授
か
る
。
悦
子

か
ら
す
る
と
義
理
の
孫
で
あ
る
こ
の
二
男
一
女
は
、
悦
＋
に
と
て
も
な
つ
い
た
。
朋
＋
に
し
て
も
、
ひ
と
ま
わ
り
以
上
年

tの
異
母

日
本
大
学
芸
術
学
部
に
進
学
。
卒
業
後
、
大
手
卜
着
メ
ー
カ
ー
に
就
職
。
勤
務
四
年
目
、
新
米
気
分

が
抜
け
て
き
た
と
き
、
父
正
雄
が
癌
で
他
界
す
る
も
、
同
居
家
族
が
多
い
の
で
、
父
の
死
後
も
、
朋
子
は
母
親
悦
子
に
つ
い
て
は
そ

ん
な
に
心
配
は
な
か
っ
た
。
仕
事
に
も
や
り
甲
斐
を
感
し
、
努
力
も
怠
ら
ず
、
業
績
も
認
め
ら
れ
、
そ
こ
そ
こ
に
出
視
も
で
き
た
。

交
際
し
た
男
性
も
い
た
。
な
か
に
は
数
年
、
同
棲
し
た
相
手
も
い
た
が
、
結
婚
は
し
な
か
っ
た
。

朋
子

41歳
時
、
母
悦
子
が
海
浜
に
て
転
倒
し
骨
折
し
た
。
高
齢
者
の
骨
折
は
な
か
な
か
治
ら
ず
、
入
院
が
長
引
い
た
。
退
院
後
か

ら
軽
度
で
は
あ
る
が
認
知
症
の
症
状
が
出
る
よ
う
に
な
る
。
体
力
も
恒
常
的
に
衰
え
る
。

A
男
や
甥
姪
た
ち
、
市
の
福
杜
課
と
相
談
し
た
結
果
、
認
知
症
の
進
行
を
遅
く
す
る
た
め
に
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
入
居
に
申
し
込
む
。

『
風
の
さ
さ
や
き

4
 



ヘ ヘ

赤

染

衛

門

卜

紫

式

部

チ

和

泉

式

部

リ

B

イ

在

原

葉

平

ロ

金
葉
和
歌
集

柿
本
人
麻
呂

菅
原
孝
標
女

,、
紀
貫
之

紀

友

則

ホ

伊

勢

卜

詞

花

和

歌

集

チ

T
載
和
歌
集

リ

ヌ

A

イ

万

葉

集

ロ

Iヽ

ホ

り
、
有
名
な
仮
名
序
を
書
い
た
「

d
 

近
頃
、
和
歌
の
道
、
こ
と
に
も
て
な
さ
れ
し
か
ば
、
内
裏
、
仙
洞
、
摂
政
家
、

へ
り
。
臣
下
あ
ま
た
聞
こ
え
し
中
に
、
治
部
卿
定
家
、
宮
内
卿
家
降
と
て
、
家
の
風
絶
ゆ
る
事
な
く
、
そ
の
道
に
名
を
得
た
り
し

人
々
な
り
し
か
ば
、
こ
の
二
人
に
は
い
づ
れ
も
及
ば
ざ
り
け
る
に
、
あ
る
時
、
摂
政
殿
、
宮
内
卿
を
召
し
て
、
当
時
~
し
き
歌
よ
み

か
た
＜
候
と
ば
か
り
申
し
て
、
思
ふ
や
う
あ
り
げ
な
る
を
、

畳
紙
を
落
と
し
て
、

い
つ
れ
か
す
く
れ
侍
る
。
心
に
思
は
ん
や
う
、
あ
り
の
ま
ま
に
と
御
尋
ね
あ
り
け
れ
ば
、

や
が
て
出
で
に
け
り
。
御
覧
ぜ
ら
れ
け
れ
ば
、

明
け
ば
又
秋
の
な
か
ば
も
過
ぎ
ぬ
べ
し
か
た
ぶ
く
月
の
惜
し
き
の
み
か
は

と
書
ぎ
た
り
。
こ
の
歌
は
治
部
卿
の
歌
な
り
。
か
か
る
御
尋
ね
あ
る
へ
し
と
は
い
か
て
か
知
る
べ
き
。
た
だ
、
も
と
よ
り
お
も
し
ろ

そ
の
後
、
又
治
部
卿
を
召
し
て
、

さ
き
の
や
う
に
尋
ね
ら
る
る
に
、
こ
れ
も
申
し
や
り
た
る
か
た
な
く
て
、

か
さ
さ
ぎ
の
わ
た
す
や
い
づ
こ
夕
霜
の
雲
井
に
，
日
き
み
ね
の
か
け
は
し

ー

と
、
た
か
や
か
に
な
が
め
て
出
で
ぬ
。
こ
れ
は
宮
内
卿
の
歌
な
り
け
り
。
ま
め
や
か
の
ヒ
手
の
心
は
、
さ
れ
ば
―
つ
な
り
け
る
に
や
。

本
文
中
に
、
和
歌
以
外
に
発
話
箇
所
が
三
箇
所
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
、
発
話
箇
所
の
は
し
め
の
二
字
と
終
わ
り
の
二
字
を
発
話

箇
所
が
登
場
す
る
順
に
抜
き
出
し
、
記
述
解
答
欄
に
記
せ
。
な
お
句
読
点
は
字
数
に
含
め
な
い
。

傍
線
部
ー
「
ま
め
や
か
の
上
手
の
心
は
、
さ
れ
ば
―
つ
な
り
け
る
に
や
」
と
い
う
作
者
の
感
慨
に
つ
い
て
、
本
文
中
の
人
物

ー
ク
せ
よ
。

a
I
C
は
A
の
選
択
肢
か
ら
、

」
は
、

日
記
も
逍
し
て
い
る
。
勅
撰
和
歌
集
編
纂
に
よ
っ
て
、
高
い
ス
テ
ー
タ
ス
を

得
る
こ
と
と
な
っ
た
和
歌
文
化
は
、
問
題
文
の
時
期
、
人
き
く
花
開
い
て
い
た
。

古
今
和
歌
集

後
撰
和
歌
集

拾
遣
和
歌
集

新
古
今
和
歌
集

C",弔

b
 
』
の
撰
者
て
あ
り
、
息
子
の
為
家
は
『
続
後
撰
和
歌
集
』
の
撰
者
て
あ
る
。
勅
撰
和
歌
集
は

後
拾
遺
和
歌
集

続
古
今
和
歌
集

c
 』
か
ら
始
ま

問
題
文
中
の
「
定
家
」
「
家
隆
」
は
、
ど
ち
ら
も
勅
撰
和
歌
集
『

a
 』
の
撰
者
で
あ
る
。
「
定
家
」

問
六

次
の
空
欄
に
当
て
は
ま
る
言
葉
を

d
は
B
の
選
択
肢
か
ら
選
び
、
そ
れ
ぞ
れ
解
答
欄
に
マ

同
士
の
関
係
を
踏
ま
え
て
、
記
述
解
答
欄
に
六

0
字
以
内
て
記
せ
（
句
読
点
等
も
含
む
）
。

問
五

問
四

の
親
の
藤
原
俊
成
は

（
『
今
物
語
』
に
よ
る

く
お
ば
え
て
、
書
き
付
け
て
、
持
た
れ
け
る
な
め
り
。

ふ
と
こ
ろ
よ
り

多
く
間
こ
ゆ
る
中
に

い
づ
れ
と
も
わ
ぎ

二
次
の
文
章
を
読
ん
で
、
あ
と
の
問
い
に
答
え
よ
。

い
か
に
い
か
に
と
あ
な
が
ち
に
問
は
せ
給
ひ
け
れ
ば
、

い
づ
れ
も
と
り
ど
り
に
、
そ
こ
を
き
は
め
さ
せ
給

5
 



（三）

ホ
餌
令
人
非
去
悪
而
就
善
者

無
非
令
人
去
悪
而
就
善
者

I¥ 

非
無
令
人
去
悪
而
就
善
者

口
令
人
鉦
去
悪
而
非
就
善
者

イ
令
人
非
無
去
悪
而
就
善
者

も
の
を
次
の
中
か
ら
―
つ
選
び
、
解
答
欄
に
マ
ー
ク
せ
よ
。

問
八

問
七

ヲ
以
テ
上
下
共
通
ノ
教
卜
為
シ
、
世
外
教
（
仏
教
）
ハ
中
葉
ヨ
リ
其
国
二
入
リ
来
レ
ド
モ
、
其
勢
力
人

ぁ
ひ
つ
い

二
儒
遵
二
及
バ
ズ
、
以
テ
今
日
二
平
レ
リ
。
日
本
ノ
如
キ
ハ
、
世
教
世
外
教
相
継
デ
他
国
ヨ
リ
入
リ
来
リ
、
其
中
仏
教
ハ
ヒ
下
共
二

一
般
―
一
行
ハ
レ
、
儒
道
ハ
独
リ
上
等
社
会
ニ
ノ
ミ
行
ハ
レ
タ
レ
ド
モ
、
其
初
メ
ハ
勢
力
大
二
仏
教
二
及
ハ
‘
ス
、
三
百
年
以
前
ヨ
リ
儒

道
大
二
武
門
ノ
家
二
行
ハ
レ
、
全
国
ノ
人
名
士
族
ハ
皆
儒
道
ノ
教
育
二
依
ラ
ザ
ル
ハ
ナ
シ
。
此
大
名
士
族
卜
云
フ
者
他
ノ
三
民
ノ
上

二
立
チ
、
全
国
ノ
威
権
ハ
皆
此
種
族
ノ
手
二
帰
セ
シ
ヲ
以
テ
、
儒
道
ノ
流
行
実
二
其
盛
ヲ
極
メ
、
何
レ
ノ
大
名
モ
大
抵
儒
遣
ノ
学
校

ヲ
其
国
二
建
テ
、
政
冶
法
律
共
二
儒
道
二
根
拠
シ
テ
其
制
ヲ
定
メ
、
仏
教
ノ
如
キ
ハ
独
リ
下
等
人
民
ノ
信
仰
ス
ル
ニ
止
マ
リ
テ
、
其

勢
力
大
二
儒
道
二
及
ハ
ズ
、
以
テ
徳
川
幕
府
ノ
末
二
及
ヘ
リ
。

王
政
維
新
ノ
初
メ
、
旧
物
ヲ
一
洗
シ
テ
尽
ク
其
面
目
ヲ
改
ム
。
是
二
由
リ
従
来
士
人
ガ
尊
奉
シ
テ
道
徳
ノ
標
準
ト
ス
ル
所
ノ
儒
道

2
 

ヲ
モ
廃
棄
シ
、
別
二
神
儒
混
清
ノ
教
ヲ
立
テ
以
テ
之
二
代
ン
ト
セ
リ
。
然
ル
ニ
此
教
遂
不
能
成
立
シ
テ
、

夕
起
ス
ベ
カ
ラ
ズ
、
是
二
依
リ
日
本
ノ
中
等
以
上
ノ
人
士
ハ
道
徳
ノ
根
拠
ヲ
失
ヒ
、
封
建
ノ
時
二
比
ス
レ
ハ
人
心
其
固
結
カ
ヲ
弛
緩

シ
、
民
ノ
道
徳
漸
ク
頻
敗
ノ
兆
ヲ
萌
セ
リ
、
神
道
卜
云
フ
者
ハ
一
時
政
府
ニ
テ
人
二
之
二
助
カ
シ
、
頗
ル
隆
盛
二
向
ハ
ン
ト
ス
ル
ノ

勢
ア
リ
シ
カ
ド
モ
、
到
底
其
説
ク
所
ハ
当
時
人
智
開
達
ノ
度
二
不
能
伴
。
仏
教
ハ
久
シ
ク
下
等
ノ
民
ノ
間
二
行
ハ
レ
、
中
等
以
上
ノ

人
士
ハ
之
ヲ
信
仰
ス
ル
コ
ト
極
メ
テ
平
ナ
ル
ヲ
以
テ
、
共
二
人
心
固
結
ノ
功
カ
ヲ
小
能
現
、
是
二
於
テ
迫
徳
ノ
ニ
畢
二
至
リ
テ
ハ
、

な
ん
と
な
れ
ば
す
な
は
ち

我
邦
ハ
世
界
中
一
種
特
別
ノ
国
ト
ナ
レ
リ
。
何
則
帷
界
何
レ
ノ
国
二
於
テ
モ
、
或
ハ
世
教
或
ハ
憔
外
教
ヲ
以
テ
道
徳
ヲ
維
持
セ

3
 

サ
ル
者
ナ
キ
ニ
、
我
国
独
リ
道
徳
ノ
標
準
ト
ナ
ル
者
ヲ
亡
失
シ
タ
レ
バ
ナ
リ
。

空
欄
一

A

―
に
相
応
し
い
漢
字
二
字
の
語
を
、
あ
な
た
自
身
が
考
え
て
記
述
解
答
欄
に
記
せ
。

傍
線
部
ー
「
人
ヲ
シ
テ
悪
ヲ
去
リ
テ
菩
二
就
カ
シ
ム
ル
ニ
非
サ
ル
者
ナ
シ
」
を
白
文
に
改
め
た
場
合
、
最
も
適
切
な
語
順
の

ハ
古
来
ヨ
リ
他
教
（
儒
道
）

次
の
文
章
は
、
明
治
二
十
一
年
に
出
版
さ
れ
た
両
村
茂
樹
『
日
本
道
徳
論
」

世
外
教
ヲ
以
テ
中
等
以
下
ノ
人
心
ヲ
固
結
シ
、
世
教
（
哲
学
）

（
西
村
茂
樹
『
日
本
遣
徳
論
』
に
よ
る

一
旦
廃
棄
セ
ル
儒
道
ハ
復

一
ヲ
世
外

の
一
節
で
あ
る
。
こ
れ
を
読
ん
で
、
あ
と
の
問
い
に
答

え
よ
。
な
お
、
設
問
の
都
合
上
、
原
文
の
表
記
を
一
部
改
め
た
箇
所
が
あ
る
。

一
種
二
過
ギ
ズ
、

一
ヲ
世
教
卜
云
ビ
、

凡
ソ
大
下
二
遣
徳
ヲ
説
ク
ノ
教
数
多
ア
レ
ド
モ
、
合
セ
テ
之
ヲ
見
ル
ト
キ
ハ

教
（
又
之
ヲ
一

A

一
ト
イ
フ
）
卜
言
フ
。
支
那
ノ
儒
道
、
欧
洲
ノ
哲
学
ハ
皆
世
教
ナ
リ
、
印
度
ノ
仏
教
西
同
ノ
耶
麻
教
ハ
皆
世
外

教
ナ
リ
。
何
故
二
之
ヲ
世
教
ト
イ
フ
、
儒
道
哲
学
ハ
共
二
現
世
ノ
事
ヲ
説
キ
、
此
現
身
ヲ
修
ム
ル
コ
ト
ヲ
説
キ
、
此
現
在
ノ
邦
国
及

そ
の

ビ
社
会
ヲ
調
和
ス
ル
コ
ト
ヲ
説
ケ
ハ
ナ
リ
。
仏
教
卜
耶
蘇
教
ト
ハ
何
故
二
之
ヲ
世
外
教
卜
言
フ
、
其
教
タ
ル
現
世
ノ
事
ヲ
言
ハ
ザ
ル

二
非
サ
レ
ド
モ
、
其
帰
着
ス
ル
所
ハ
未
来
ノ
応
報
卜
死
後
魂
晩
ノ
帰
ス
ル
所
二
在
ル
ヲ
以
テ
ナ
リ
。
凡
ソ
世
界
万
国
既
二
国
ア
ル
ト

キ
ハ
必
ズ
世
教
、
世
外
教
ノ
一
種
ア
ラ
サ
ル
ハ
ナ
シ
、
世
教
ハ
道
理
ヲ
主
ト
シ
、
世
外
教
ハ
信
仰
ヲ
主
ト
ス
、
皆
以
テ
人
心
ヲ
固
結

シ
、
又
人
ヲ
シ
テ
悪
ヲ
去
リ
テ
善
二
就
カ
シ
ム
ル
ニ
非
ザ
ル
者
ナ
シ
、
即
チ
道
徳
ヲ
教
フ
ル
ニ
非
ザ
ル
者
ナ
シ
。
西
洋
諸
国
ハ
多
ク

ヲ
以
テ
中
等
以
上
ノ
人
智
ヲ
開
発
ス
。
又
東
洋
二
於
テ
支
那
ノ
如
キ
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ホ

問
十

Iヽ
割
を
果
た
せ
な
か
っ
た
か
ら
。

傍
線
部
2
は
、
設
問
の
都
合
上
、
白
文
「
此
教
遂
不
能
成
立
」
に
改
め
て
い
る
。
こ
の
白
文
を
す
べ
て
平
仮
名
に
よ
る
書
き

傍
線
部
3

「
我
国
独
リ
道
徳
ノ
標
準
ト
ナ
ル
者
ヲ
亡
失
シ
タ
レ
ハ
ナ
リ
」
と
あ
る
が
、
な
ぜ
日
本
だ
け
が
「
亡
失
」
し
た
の

か
。
そ
の
説
明
と
し
て
本
文
の
内
容
に
合
致
し
な
い
も
の
を
次
の
中
か
ら
―
つ
選
び
解
答
欄
に
マ
ー
ク
せ
よ
。

世
外
教
と
し
て
長
ら
く
日
本
社
会
の
道
徳
的
規
範
で
も
あ
っ
た
仏
教
は
、
儒
道
全
盛
の
江
戸
時
代
を
経
て
、
明
治
に
入
る

と
下
層
の
民
の
み
が
信
仰
す
る
対
象
と
な
り
、
そ
の
た
め
か
つ
て
の
求
心
力
は
完
全
に
失
わ
れ
、
全
国
民
の
道
徳
的
規
範
と

幕
末
ま
で
大
名
上
族
に
圧
倒
的
に
支
持
さ
れ
て
い
た
世
教
と
し
て
の
儒
還
で
あ
っ
た
が
、
明
治
に
入
り
政
府
は
新
た
に
神

道
と
儒
道
を
混
清
し
た
世
外
教
を
起
こ
し
そ
れ
を
強
化
し
た
た
め
、
儒
潤
は
廃
れ
て
か
つ
て
の
よ
う
な
求
心
力
も
失
わ
れ
、

明
治
に
入
り
政
府
の
肝
い
り
で
勢
力
も
大
い
に
隆
盛
に
向
か
っ
た
神
道
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
道
徳
的
所
説
は
文
明
開
化
に

よ
っ
て
新
時
代
を
切
り
拓
こ
う
と
す
る
中
等
以
上
の
人
士
の
心
を
つ
か
む
こ
と
は
で
き
ず
、
槻
外
教
と
し
て
の
確
た
る
尊
崇

を
向
け
ら
れ
る
こ
と
も
な
く
、
国
民
的
な
道
徳
の
規
範
と
は
な
り
得
な
か
っ
た
か
ら
。

〔

以

下

余

白

〕

他
国
で
は
、
枇
教
と
世
外
教
の
少
な
く
と
も
―
つ
が
道
徳
の
規
範
と
し
て
尊
崇
さ
れ
て
い
る
の
が
常
た
が
、

日
本
で
は
維

新
政
府
が
江
戸
時
代
と
は
相
異
な
る
規
範
を
打
ち
立
て
よ
う
と
し
て
成
功
し
な
か
っ
た
た
め
に
、
世
教
と
世
外
教
の
い
ず
れ

に
お
い
て
も
国
民
の
道
徳
的
規
範
と
し
て
相
応
し
い
教
え
が
存
在
し
な
く
な
っ
た
か
ら
。

儒
道
の
一
部
を
取
り
入
れ
た
国
家
神
道
と
政
府
の
圧
力
に
よ
っ
て
、
儒
道
は
独
自
件
と
求
心
力
を
失
っ
た
一
方
、
神
道
は

政
府
の
後
押
し
も
あ
っ
て
隆
盛
し
、
明
治
時
代
、
世
外
教
の
代
表
と
し
て
君
臨
し
て
、
新
た
な
道
徳
規
範
を
打
ち
立
て
る
か

に
見
え
た
が
、
仏
教
界
の
強
力
な
反
対
に
あ
い
、
結
局
、
江
戸
時
代
の
人
名
士
族
に
お
け
る
梶
教
と
し
て
の
儒
道
と
同
じ
役

世
教
と
し
て
の
道
徳
的
規
範
力
を
失
っ
た
か
ら
。

口
は
な
り
得
な
く
な
っ
た
か
ら
。

イ 下
し
文
に
改
め
記
述
解
答
欄
に
記
せ
。

問
九
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国 語 (c)

（記述解答用紙）

注意

1. 受験番号（算用数字）・氏名は指示に従ってただちに

所定欄に記入し、それ以外に記入してはならない。

2. 解答はすべて所定の解答欄に記入すること。所定欄以

外に何かを記入した解答用紙は採点の対象外となる

場合がある。

3. 解答はHBの黒鉛筆またはHBのシャープペンシルで

書くこと。

4. 試験終了時にはこの解答用紙を裏返して机の上に置

き、指示を待つこと。
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（注意） 所定欄以外に受験番号・氏名を
記人してはならない。記入した
解答用紙は採点の対象外となる
場合がある。

[I] □□ 
採

点

欄

<2023 R05170015（国語(c))〉

受 I万 千 百 十

験

番

号

氏

名

ll11191999999991991999119919⇒ [I] [I] □ 口
採

点

欄

（注意） 所定欄以外に受験番号・氏名を

記入してはならない。記入した

解答用紙は採点の対象外となる

場合がある。
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